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技術系サブ・グループの活動報告

2009年1月9日
クロスメディアパブリッシング部会

技術系サブ・グループ
共同印刷株式会社 伊藤 琢巳
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技術系ＳＧの活動概要

FANTaStIKK公開に向けて

文書作成ツールの調査・開発
既存ドキュメントからのXML化

XMLインスタンスの新規作成

拡大教科書への

XML自動組版技術適用検討
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FANTaStIKK公開

FANTaStIKKとは／公開について

現時点の進捗～公開に向けて

今後の予定
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FANTaStIKKとは／公開について

FANTaStIKKとは
本部会技術系SGの07年度活動成果物

XML文書を誌面にフォーマットするツール

XSL＋GUI＋プリセットなどで構成

公開について
技術系サブグループとして、コンソーシアムおよ
び部会活動の成果としての「公開」を希望
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現時点の進捗～公開に向けて

アプリとしてのブラッシュアップ

（使い勝手の向上）：ほぼ終了

XSLT・GUI・プリセットのブラッシュアップ

およびバグフィックス

現在はメンテナンスモード

マニュアル作成が未着手
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現時点の進捗～公開に向けて

第三者の権利保護
使用ツールの著作権侵害はなし

特許侵害のリスク回避
 公開はコンソーシアム内に限る

 特許庁のHPにて調査中
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今後の予定

公開
week以前を目標

マニュアル作成
 JepaX準拠のXMLインスタンスで作成し
FANTaStIKKで組版

拡大教科書制作への適用検討
 拡大教科書作成者（ボランティア） の
組版ツールとしての使用
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XML文章作成

変換
(XSLT)

組版

JepaX
文書

XSL-FO 
文書

出力結果
(PDF 等)

スタイル
シート

変換／組版ツール
（FANTaStIKK）で対応

・新規作成

・既存文書から変換

組版エンジン
（XSL-FO engine）
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既存文書から変換

既存文書をXMLに変換して活用する目的で

市販のツールのXML機能について検討

検討したツール
オフィスアプリケーション
 Microsoft Word 2007 (2003)

DTPアプリケーション
 Adobe InDesign CS3 (CS2)
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オフィスボタン/Wordのオプション

[開発]タブをリボンに表示

構造をクリック/XMLSchemaファイルを指定

Microsoft Wordの設定

文書構造の表示

要素を選択
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ドキュメント
要素を選択して入力
選択範囲に要素を適用

文書内の要素

適用する要素
現在の要素の
子要素のみを表示

MS WordでのXML文章の作成
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Adobe InDesignでのXML文章の作成

タグに置換
段落スタイルの指定の有無

構造追加可能
スクリプト処理
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既存ドキュメントのXML化 まとめ

XML書き出しを謳うソフトは多く、手軽に入
手可能になったが運用を考えると多くの課
題があり実運用は難しい

既存文書のほとんどは、XML化を意識しておら
ず、再利用は難しい
 使い慣れたソフトを利用できる利点はあるが

XML化を意識していない文章の再利用は難しい

ソフトの内部的な文章構造による制限が発生
 XMLエクスポート時に構造変換の必要性が発生
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XML文章作成

変換
(XSLT)

組版

JepaX
文書

XSL-FO 
文書

出力結果
(PDF 等)

スタイル
シート

・新規作成

・既存文書から変換 変換／組版ツール
（FANTaStIKK）で対応

組版エンジン
（XSL-FO engine）
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制作に至った経緯

XML や JepaX の知識があまりない

利用者が JepaX 文書を作製するのは困難

JepaX 文書入力ツールを作製

XML や JepaX の知識がないユーザを想定

フリー、マルチプラットフォーム

(FANTaStIKKと同じ)
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現時点の進捗

基本的な機能の実装が完了
JepaX 文書の読み込み

JepaX 文書の保存

編集機能

バリデーション
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現時点の進捗 操作画面

文書全体を表示

選択している箇所を表示

メッセージを表示
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今後の予定

編集機能の改良
ドラッグアンドドロップ対応

アンドゥ機能の追加

設定項目のひな形を作成

weekでデモ予定！乞うご期待！weekでデモ予定！乞うご期待！
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拡大教科書への
XML自動組版技術適用の可能性

「拡大教科書」とは
弱視児童生徒のために検定済教科書の文字や図形を拡
大等して複製し、図書として発行しているもの
 視覚障がい 305,800人（0.24%） うち7割が弱視（low vision）

 点字識字率 10.6%

なぜ今拡大教科書か
「教科書バリアフリー法」（教育の機会均等）

ボランティア依存の限界

高齢化

電子化の可能性 ワンソースマルチユース技術の進化



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2009 All rights reserved. 20

XML自動組版技術適用の可能性
コンテンツのXML化 FANTaStIKK活用

自動組版で、レイアウトを
自動に変更、個別最適の
教科書作成が可能

UIを使うことで、ボランティ
アによる組版も可能

コンテンツのXML化で、電
子媒体を含むワンソース
マルチユースが実現
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拡大教科書製作の現状

拡大教科書の8割は、ボランティアが作成しており、Word、
一太郎を使用している人が多い

ボランティアによる拡大教科書製作には時間がかかり、
必要としている児童・生徒に、行き渡ってはいない

現状教科書は、低学年であるほど、構造化がなされて
おらず、レイアウト重視の傾向

教科書会社からのデジタルデータ提供は、PDF形式が
検討されている
 文部科学省が収集し、テキストと図版に分解
 ボランティアは、そのテキスト、画像データからレイアウトをし直す
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XML自動組版技術導入の可能性

小、中学校などの低学年の教科書などは、特に構造化が

難しい

まずは、高学年の教材から職業課程から、コンテンツの

XML化、自動組版の導入の可能性を探る

ボランティアが抵抗なく取り組むことができる形にすること

が重要

コンテンツをXML化することにより、ワンソースマルチユー

スの実現、自由に拡大縮小できる電子教材へ
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今後の動き

拡大教科書 XML自動組版の可能性を探る
検討事項
 スキーマ
 JepaXをベースに

 コンテンツのXML化
 現在作成中の入力ツールの活用

 スタイルシート・プリセットの改訂

 電子端末への対応など



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

Copyright © XMLコンソーシアム 2009 All rights reserved. 24

End

ご清聴ありがとうございます

是非クロスメディアパブリッシング部会に
ご参加ください

是非クロスメディアパブリッシング部会に
ご参加ください


